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長
崎
県
は
わ
が
国
の
西
端
に
位
置
し
、国

さ

せ

ぼ
ち
ん
じ
ゅ

ふ

土
防
衛
の
た
め
に
佐
世
保
鎮
守
府
が
設
置

さ
れ
、艦
艇
建
造
と
修
理
を
目
的
と
し
た

か
い
ぐ
ん
こ
う
し
ょ
う

海
軍
工
廠
が
併
設
さ
れ
た
。さ
ら
に
、前
線

た
け
し
き

施
設
と
し
て
対
馬
に
竹
敷
要
港
部
が
建
設

さ
れ
た
。佐
世
保
市
に
は
、近
代
軍
水
道
、

鎮
守
府
の
赤
煉
瓦
倉
庫
群
、海
軍
工
廠
の

造
船
施
設
群
、通
信
施
設
と
し
て
の
針
尾
無

線
塔
な
ど
が
あ
る
。他
方
、対
馬
市
に
は
、対

馬
要
塞
の
各
種
の
砲
台
、竹
敷
要
港
部
跡
、

く

す

ぼ

ま
ん
ぜ
き

久
須
保
水
道（
万
関
運
河
）な
ど
、戦
前
の

日
本
を
代
表
す
る
巨
大
土
木
構
造
物
が
残

さ
れ
て
い
る
。

�
佐
世
保
軍
水
道

■
近
代
化
の
軌
跡
・
佐
世
保
市
の
水
道
遺
産

海
軍
の
施
設
で
は
、艦
艇
の
蒸
気
機
関
、兵
員
の

飲
料
水
、食
堂
、病
院
な
ど
に
大
量
の
水
を
使
用
す

る
。１
８
８
９
年（
明
治
２２
）４
月
に
佐
世
保
鎮
守

府
が
設
置
さ
れ
る
と
、同
年
１２
月
に
創
設
水
道
が

完
成
し
た
。佐
世
保
市
に
は
第
１
次
拡
張
工
事

（
１
９
０
１
年（
明
治
３４
）完
成
）か
ら
第
４
次
拡
張

工
事（
１
９
４
０
年（
昭
和
１５
）完
成
）の
間
に
建
設

さ
れ
た
多
彩
な
水
道
施
設
群
が
残
さ
れ
て
い
る
。岡

本
貯
水
池（
明
治
３４
）、山
の
田
貯
水
池
と
水
道
施

こ
ろ
び
い
し

こ
も

た

設（
明
治
４１
）、転
石
貯
水
池（
昭
和
３
）、菰
田
貯

水
池（
昭
和
１５
）で
あ
る
。円
形
を
し
た
岡
本
貯
水

池
の
素
朴
な
ダ
ム
か
ら
、堤
長
３
８
７
・
７
�
に
お

よ
ぶ
巨
大
な
菰
田
貯
水
池
の
ダ
ム
に
至
る
水
道
技

術
の
進
展
の
軌
跡
を
、こ
れ
ら
の
近
代
化
遺
産
を
通

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。岡
本
貯
水
池
は
標
高
が

高
い
の
で
、導
水
の
た
め
に
途
中
に
減
圧
弁
を
設
置

し
た
。そ
の
一
つ
が
写
真
の
堺
木
減
圧
弁
で
あ
る
。

■
吉
村
長
策
と
佐
世
保
の
近
代
化
遺
産

吉
村
長
策
は
、１
８
６
０
年（
万
延
元
）大
阪
府

に
生
ま
れ
、工
部
大
学
校
土
木
科
を
卒
業
し
た
後
、

１
８
８
６
年（
明
治
１９
）に
長
崎
県
技
師
と
し
て
招

請
さ
れ
た
。長
崎
市
で
は
、下
水
道
、港
湾
事
業
と

ほ
ん
ご
う
ち

共
に
、日
本
で
最
初
の
水
道
ダ
ム「
本
河
内
高
部
貯

水
池
」を
完
成
さ
せ
た
。

１
９
０
０
年（
明
治
３３
）、佐
世
保
鎮
守
府
建
設

部
建
築
科
長
と
な
り
、水
道
拡
張
工
事
、海
軍
施
設

工
事
の
指
導
・
監
督
を
行
っ
た
。

１
９
２
０
年（
大
正
９
）、海
軍
省
建
築
局
長
に

就
任
し
、１
９
２
６
年（
大
正
１５
）、土
木
学
会
会

長
を
務
め
て
い
る
。他
に
、大
阪
、神
戸
、門
司
、小
倉
、

福
岡
、長
野
な
ど
の
水
道
新
設
工
事
を
指
導
し
た
。

若
い
時
代
に
水
道
建
設
や
巨
大
土
木
工
事
を

行
っ
た
吉
村
長
策
は
、佐
世
保
市
に
あ
る
墓
地
で

眠
っ
て
い
る
。

菰田ダム

現在の岡本第２貯水池

山の田水道施設（ダムと濾過池）

転石ダム

建設中の山の田ダム堤体基礎（１９０６年（明治３９）頃）＊

建設中の岡本第２貯水池（１９０１年（明治３４）頃）＊

堺木減圧弁

＊佐世保市教育委員会所蔵 ＊＊土木人物事典（アテネ書房）

吉村長策＊＊
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�
佐
世
保
鎮
守
府
と

海
軍
工
廠
の
構
造
物
群

■
佐
世
保
鎮
守
府
と
赤
煉
瓦
倉
庫
群

佐
世
保
海
軍
鎮
守
府
は
、１
８
８
９
年（
明
治

２２
）に
開
庁
し
、翌
年
、構
内
に
造
船
部
が
設
置
さ

れ
た
。佐
世
保
鎮
守
府
は
、海
軍
基
地
の
中
枢
施

設
・
倉
庫
・
兵
舎
な
ど
の
建
築
群
の
区
域
と
、艦
艇

の
建
設
と
修
理
の
た
め
の
造
船
施
設
群
の
区
域
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

明
治
期
の
建
築
物
群
は
、現
在
、米
軍
基
地
内
に

あ
る
の
で
近
寄
れ
な
い
が
、外
か
ら
見
る
だ
け
で
も

膨
大
な
赤
煉
瓦
倉
庫
群
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。一
部

を
赤
煉
瓦
倉
庫
群
と
武
庫
預
兵
器
庫
の
写
真
で
示

し
た
。旧
海
軍
工
廠
の
施
設
は
、海
上
自
衛
隊
と
佐

世
保
重
工
業
�
が
継
承
し
て
お
り
、造
船
関
連
工

場
群
、巨
大
な
造
船
関
連
施
設
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ら
の
施
設
は
、佐
世
保
市
の
日
本
を
代
表
す
る

近
代
化
遺
産
群
と
な
っ
て
い
る
。

■
佐
世
保
海
軍
工
廠
と
巨
大
構
造
物

第
１
船
梁（
ド
ッ
ク
）の
建
設
が
１
８
９
４
年（
明

治
２７
）に
始
ま
り
、１
９
０
１
年（
明
治
３４
）に
完
成

し
た
。そ
の
後
、１
９
４
１
年（
昭
和
１６
）ま
で
に
、合

計
７
船
梁
が
建
設
さ
れ
た
。第
７
船
梁
は
全
長

３
４
３
・
８
�
あ
る
。佐
世
保
鎮
守
府
建
築
科
長
の

吉
村
長
策
は
艦
艇
の
艤
装
・
修
理
の
た
め
の
立
神
係

船
池
を
立
案
し
た
。工
事
は
１
９
０
６
年（
明
治

３９
）着
工
、１１
年
か
け
て
１
９
１
６
年（
大
正
５
）に

完
成
し
た
。係
船
池
の
横
断
は
５
６
５
�
あ
る
巨
大

な
施
設
で
、明
治
年
間
に
行
わ
れ
た
海
軍
最
大
の
土

木
工
事
で
あ
っ
た
。係
船
池
の
艦
艇
艤
装
用
に

２
５
０
ト
ン
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ク
レ
ー
ン（
英
国
製
）が

１
９
１
３
年（
大
正
２
）に
設
置
さ
れ
た
。

高
さ
１
３
５
�
の
３
本
の
無
線
塔
が
あ
る
。針
尾

送
信
所
と
無
線
塔
で
あ
る
。１
９
２
２
年（
大
正

１１
）に
完
成
、当
時
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
技
術
が

集
約
さ
れ
た
特
異
な
構
造
物
で
あ
る
。

佐世保海軍工廠地図（防衛研究所図書館所蔵）

第１船梁（現：第５ドック）

立神係船池全景

針尾送信所無線塔

建設中の第１船梁（１８９５年（明治２８）頃）（佐世保市教育委員会所蔵）

武庫預兵器庫

２５０トンジャイアントクレーン

赤煉瓦倉庫群

立神係船池岸壁
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�
対
馬
の
近
代
化
軍
事
遺
構

■
竹
敷
要
港
部
跡
と
砲
台
遺
構

明
治
維
新
以
降
、特
に
、日
清
・
日
露
戦
争
の
た

め
に
、現
対
馬
市
美
津
島
町
竹
敷
に
海
軍
要
港
部

が
設
置
さ
れ
た
。１
８
８
９
年（
明
治
２２
）水
雷
敷

設
部
が
設
置
さ
れ
、１
８
９
６
年（
明
治
２９
）に
海

軍
要
港
部
に
拡
張
さ
れ
、１
９
１
２
年（
大
正
元
）

ま
で
続
い
た
。要
港
部
は
鎮
守
府
に
準
ず
る
軍
事
施

設
で
あ
り
、当
時
の
軍
港
の
大
規
模
な
遺
構（
岸
壁
、

防
潮
堤
、修
理
用
ド
ッ
ク
な
ど
）が
残
さ
れ
て
い
る
。

全
島
要
塞
化
さ
れ
た
対
馬
で
は
、第
１
期（
明
治

中
期
）か
ら
第
３
期（
大
正
・
昭
和
初
期
）に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
、兵
舎（
上
見
坂
保
塁
跡
な
ど
）や
砲

台
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。中
で
も
、明
治
中
期
の
砲

と
よ

台
群
や
地
下
要
塞
化
し
た
豊
砲
台（
昭
和
９
年
完

成
）が
特
異
な
施
設
で
あ
る
。

■
久
須
保
水
道
開
削
と
久
須
保
橋

久
須
保
水
道（
万
関
運
河
）は
対
馬
市
美
津
島
町

に
あ
り
、久
須
保
湾
と
浅
茅
湾
の
間
に
１
９
０
０
年

（
明
治
３３
）に
完
成
し
た
水
路（
運
河
）で
あ
る
。旧

海
軍
が
水
雷
艇
を
常
時
運
行
可
能
に
す
る
た
め
に

建
設
し
た
も
の
で
、総
延
長
３
０
０
�
、幅
２２
�
、水

深
３
�
で
あ
っ
た
。明
治
期
に
お
け
る
巨
大
軍
事
土

木
工
事
で
あ
っ
た
。そ
の
後
改
良
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。水
路
の
掘
削
が
終
わ
る
と
、水
路
上
に

橋
長
約
１
０
０
�
、幅
３
・
６
�
、水
面
上
３６
�
の
久

須
保
橋
が
架
設
さ
れ
た
。高
橋
脚
に
側
径
間
が
架
か

り
、中
央
部
は
逆
ト
ラ
ス
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。掲

載
の
セ
ピ
ア
に
変
色
し
た
写
真
は
、こ
の
橋
梁
の
開

通
式
の
も
の
で
あ
る
。完
成
し
た
運
河
か
ら
巨
大
な

足
場
を
立
ち
上
げ
、橋
梁
を
架
設
し
た
当
時
の
施

工
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

供用中の久須保水道と久須保橋

現在の万関運河（旧久須保水道）

竹敷軍港の防潮堤

豊砲台地下遺構

久須保水道と竣工直後の久須保橋（１９０１年（明治３４）頃）

竹敷軍港の岸壁

上見坂保塁跡

竹敷要港部図面（防衛研究所図書館所蔵）

竹敷軍港の修理用ドック跡
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